
年
末
、平
成
24
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予

算（
一
般
会
計
）の
政
府
案
が
発

表
さ
れ
た
。
そ
の
額
は
前
年
度
比
２
％
減

の
５
６
１
２
億
円
と
、13
年
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。し
か
し
一
方
で
、外
務
省
分
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
０
・
３
％
増
の
４
１
８
０
億

円
、開
発
途
上
国
に
対
す
る
二
国
間
Ｏ
Ｄ

Ａ
は
前
年
度
比
３
・
２
％
増
の
３
０
７
０
億

円
と
増
額
に
転
じ
る
な
ど
、明
る
い
兆
し

も
見
え
た
。
ま
た
、平
成
23
年
度
予
算
で

国
際
機
関
へ
の
拠
出
が
大
幅
増
と
な
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、長
年
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の「
反
転
の
端
緒
」を
開

い
た
と
い
え
る
。

平
成
24
年
度
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
主
な
特
徴

を
見
て
み
よ
う
。
一
つ
目
の
特
徴
は
、新
た

な
成
長
へ
の
取
り
組
み
と
し
て「
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
」を
拡
大
し
、ア

ジ
ア
だ
け
で
も
約
８
兆
ド
ル
が
見
込
ま
れ

る
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
に
応
え
て
い

く
こ
と
で
世
界
の
活
力
を
日
本
に
取
り
込

み
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
含
む
国

内
の
危
機
の
克
服
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
。ま
た
、水
力
や
太
陽
光
、蓄
電
池
技
術

な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
日
本

の
技
術
を
活
用
し
、途
上
国
の
グ
リ
ー
ン

成
長
や
多
様
性
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

の
実
現
を
後
押
し
す
る
こ
と
も
新
た
な
成

長
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。さ
ら
に
、中

小
企
業
な
ど
日
本
企
業
の
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を〝
資
産
〞と
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

も
活
用
す
る
こ
と
で
、途
上
国
の
開
発
を

支
援
し
つ
つ
、日
本
企
業
の
海
外
で
の
事

業
展
開
を
推
進
す
る
方
針
だ
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、東
日
本
大
震
災

の
際
に
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
や

昨

ODA予算から見る
来年度の重点課題とは！？

東日本大震災

ODA予算

温
か
い
気
持
ち
に
応
え
る
意
味
で
も
、二

国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
み
な
ら
ず
、必
要
な
国
際

機
関
へ
の
拠
出
も
確
保
し
た
こ
と
。こ
れ

は
、２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
る

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）や
、08

年
の
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅳ
）で
表
明
し
た
ア
フ
リ
カ
支
援
に
加

え
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
再
び
テ
ロ
の
温
床

と
し
な
い
た
め
の
支
援
は
、日
本
を
は
じ
め

国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
不
可
欠
で

あ
り
、こ
れ
ま
で
日
本
が
表
明
し
て
き
た

国
際
公
約
を
誠
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
の
考
え
に
立
っ
た
も
の
だ
。こ

の
国
際
機
関
へ
の
拠
出
に
つ
い
て
は
為
替

変
動
の
影
響
も
あ
り
、円
ベ
ー
ス
で
の
予

算
計
上
額
は
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
。そ
れ
で
も
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
国
際
公
約

の
実
現
に
不
可
欠
な
も
の
や
、東
日
本
大

本
が
戦
後
最
悪
と
い
わ
れ
る
大
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
か
ら
、ま
も
な
く

１
年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。東
日
本
大
震

災
で
は
、
世
界
中
か
ら
温
か
い
支
援
が
届
け

ら
れ
、
そ
の
中
に
は
開
発
途
上
国
を
は
じ

め
決
し
て
豊
か
で
は
な
い
国
・
地
域
も
多

か
っ
た
。「
日
本
が
再
び
立
ち
上
が
る
こ
と

を
強
く
確
信
し
て
い
る
」（
チ
リ
）、「
た
く

さ
ん
援
助
を
し
て
く
れ
た
日
本
を
、
今
度

は
私
た
ち
が
助
け
た
い
」（
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）、「
１
９
９
９
年
の
地
震
で
最
も
早
く

救
助
隊
を
送
っ
て
く
れ
た
一
つ
が
日
本
。そ

の
恩
返
し
が
し
た
い
」（
ト
ル
コ
）、「
日
本
の

皆
さ
ん
は
き
っ
と
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
は
ず
。絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
で
」

（
ケ
ニ
ア
）
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
励
ま
さ

れ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
外
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
各
国
・
地
域

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
私
た
ち
日
本
人
が
世
界
と
の
〝
絆
〞

や
、
国
際
社
会
と
の
相
互
依
存
へ
の
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
、Ｎ

Ｈ
Ｋ（
日
本
放
送
協
会
）と
連
携
し
、
今
年

１
月
か
ら「『
絆
』の
絵
」の
展
示
を
各
地
の

放
送
局
で
行
っ
て
い
る
。

　
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
各
国
・
地
域
の

緊
急
援
助
隊
が
被
災
地
で
活
動
し
て
い
る

写
真
、
各
国
の
在
外
公
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

海
外
事
務
所
で
集
め
ら
れ
た
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
絵
、
そ
し
て
、
応
援
に
応
え
て

「
力
強
く
復
興
し
た
東
北
の
姿
」
や
「
将
来

の
夢
」、「
世
界
か
ら
の
支
援
に
感
謝
」な
ど

を
テ
ー
マ
に
被
災
地
東
北
の
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
絵
の
数
々
。１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

放
送
局
を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
神
戸
、
青

森
、
新
潟
、
仙
台
、
福
島
と
順
次
開
催
さ
れ

る
予
定
。

　
子
ど
も
た
ち
の
真
っ
す
ぐ
な
想
い
や
願
い

が
込
め
ら
れ
た
作
品
か
ら
、世
界
と
日
本
と

の
絆
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

日

震
災
へ
の
支
援
に
大
き
な
貢
献
の
あ
っ
た

国
際
機
関
、平
成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
る

重
要
な
国
際
会
議（
防
災
・
環
境
に
関
す

る
国
際
機
関
）へ
の
拠
出
は
円
ベ
ー
ス
で
前

年
度
と
同
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
。
他

方
、拠
出
を
廃
止
ま
た
は
15
〜
35
％
減
と

し
た
基
金
や
国
際
機
関
も
あ
る
。

ま
た
、「
世
界
エ
イ
ズ
結
核
マ
ラ
リ
ア
基

金
」に
つ
い
て
は
、２
０
１
０
年
９
月
の
国

連
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
首
脳
会
合
で
発
表
し
た
国
際

公
約
も
あ
り
、平
成
23
年
度
第
一
次
補
正

予
算
の
編
成
時
に
は
一
時
的
に
１
５
９
億

円
削
減
し
た
も
の
の
、同
基
金
の
資
金
需

要
も
踏
ま
え
第
四
次
補
正
予
算
と
し
て
１

９
２
億
円
、来
年
度
当
初
予
算
と
し
て
１

０
３
億
円
を
計
上
。
国
際
機
関
へ
の
拠
出

全
体
で
は
、前
年
度
比
15
・
６
％
減
の
５
１

２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

インド
「平成24年度ODA予算（外務省所管分）」

震災復興の一環として、ODAでも日本（被災地）の経験・教訓や
技術を積極的に活用していく予定

「『絆』の絵プロジェクト」

東北の子どもたちの絵
各地のNHK放送局で展示

野田総理大臣インド訪問

国交樹立60周年を機に
パートナーシップを強化！  

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

２

■「『絆』の絵プロジェクト」 今後の展示予定

2012年日インド国交樹立60周年に先立ち、経済面・政
治面について協議した両首相（提供：内閣広報室）

■平成24年度ODA予算（政府案）

一般会計

1,616億円
（6.4％増）

1,454億円
（0.2％減）

512億円
（15.6％減）

599億円
（1.8%増）

4,180億円
（0.3％増）

̶

̶

̶

1億円
（ー）

1億円
（ー）

1,616億円
（6.4％増）

1,454億円
（0.2％減）

512億円
（15.6％減）

600億円
（2.0%増）

4,182億円
（0.3％増）

無償資金協力

技術協力
（ＪＩＣＡ運営交付金）

分担金・拠出金

その他

計

特別会計
（復旧・復興枠）

合計

1月17～22日はNHK広島放送局で展示

実
現
に
向
け
て
両
国
は
、
日
本
企
業
の

参
加
促
進
や
金
融
の
規
制
緩
和
、モ
デ

ル
案
件
の
早
期
実
現
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
で
合
意
し
た
。
さ
ら
に
、イ
ン
ド
南

部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、チ
ェ
ン
ナ
イ
・
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
間
の
連
結
性
向
上
、イ
ン
ド
の

高
速
鉄
道
構
想
に
関
す
る
協
力
関
係

の
強
化
を
確
認
。
日
本
は
デ
リ
ー
メ
ト

ロ
の
建
設（
デ
リ
ー
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム

建
設
計
画
Ⅲ
）を
含
む
２
件
の
円
借
款

（
総
額
約
１
３
４
３
億
円
）の
供
与
も
決

定
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
情
勢
・
地
球
規
模
課
題

を
含
む
幅
広
い
分
野
で
の
協
力
関
係
の

促
進
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

会
談
後
、こ
れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
「
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
日
イ

ン
ド
の
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

題
す
る
共
同
声
明
に
署
名
し
た
。

０
１
２
年
は「
日
イ
ン
ド
国
交
樹

立
60
周
年
」
。
そ
れ
に
先
立
ち
昨

年
12
月
27
〜
29
日
、
野
田
佳
彦
内
閣
総

理
大
臣
が
イ
ン
ド
を
訪
問
。
マ
ン
モ
ハ

ン
・
シ
ン
首
相
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
と
は
―
。

　
ま
ず
、
政
治
・
経
済
を
は
じ
め
と
す
る

二
国
間
関
係
に
つ
い
て
。
両
首
脳
は
２
０

１
２
年
の
国
交
樹
立
60
周
年
を
機
に
国

民
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

文
化
行
事
や
人
材
交
流
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
一
致
。
政
治
面
で
は
、
年
次
首
脳

会
談
の
継
続
の
重
要
性
に
加
え
、
海
上

安
全
保
障
の
分
野
で
の
協
力
の
拡
大
を

確
認
し
た
。

　
経
済
面
に
関
し
て
野
田
総
理
は
、

「
デ
リ
ー
・
ム
ン
バ
イ
間
産
業
大
動
脈

構
想（
D
M
I
C
）
」に
対
し
て
今
後
５

年
間
で
45
億
ド
ル
規
模
の
資
金
面
で
の

協
力
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
同
構
想
の

（注）カッコ内は前年度比。四捨五入の関係上、合計に不一致あり。

面積 ： 328万7,263㎢
人口 ： 12億1,000万人
首都 ： ニューデリー
公用語 ： ヒンディー語
宗教 ： ヒンドゥー教（80.5％）、イスラム教（13.4％）、
　　　キリスト教（2.3％）、シク教（1.9％）など
主要産業 ： 農業、工業、鉱業、ＩＴ産業
一人当たりGDP（国民総生産） ： 1,265ドル（2010年）
経済成長率 ： 8.5％（2010年）
日本との貿易額 ： 1兆2,884億円（2010年）
日本からインドへの直接投資額 ： 2,411億円（2010年）

インド概要

中国
パキスタン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ニューデリー

ムンバイ

チェンナイ
バンガロール

2月

3月

8日（水）～14日（火） NHK大阪放送局

1日（木）～11日（日） NHK新潟放送局

24日（土）～30日（金） NHK福島放送局

16日（金）～21日（水） NHK仙台放送局

18日（土）～23日（木） NHK神戸放送局

24日（金）～29日（水） NHK青森放送局

外務省所管
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